
加湿できるエアコンで
乾燥しにくく、
冬も、うるおいアップ。

※1 家庭用エアコンにおいて、当社独自の無給水加湿技術を採用。　※2 快適エコ自動で設定温度「適温」時、および除湿冷房時。　※3 一般社団法人日本電機工業会自主基準(JEMA-HD090）。
当社環境試験室（洋室6畳）、室内温度20℃、室内湿度70％、洗濯物2kg（ワイシャツ2枚、パジャマ1組、Tシャツ3枚、下着7枚、タオル3枚、靴下2足相当）で運転した場合、約110分で乾燥を確認。 
試験機：S22UTRXSと同等機種(S22STRXS)

空気からピュアな
水分子だけ取り出し、
気流にのせてお部屋へ。

屋外の空気を
加湿ユニットに取り込みます。

空気中の水分を利用。
給水なしで加湿できます。

外の空気中の水分をエアコンが取り込み、
無給水で冬のお肌・お部屋にうるおいをお届け。
無給水加湿は、ダイキンだけ　※1の技術です。

RX のみ

※1 家庭用エアコンにおいて、当社独自の無給水加湿技術を採用。 ※2 快適エコ自動で設定温度「適温」時、および除湿冷房時。　※3 一般社団法人日本電機工業会自主基準(JEMA-HD090）。
当社環境試験室（洋室6畳）、室内温度20℃、室内湿度70％、洗濯物2kg（ワイシャツ2枚、パジャマ1組、Tシャツ3枚、下着7枚、タオル3枚、靴下2足相当）で運転した場合 約110分で乾燥を確認
試験機 S22 等機

※一般の加湿器とは加湿方法が異なるためめ
　加湿量は外気条件により変化します。

ピュアな空気からピ
け取り出し、水分子だけ

へ。せてお部屋へ気流にのせ

屋屋外の空気を
加加湿ユニットに取り込みます。

空気中の水分を利用。
給水なしで加湿できます。すす

外の空気中の水分をエアコンが取り込み、
無給水で冬のお肌・お部屋にうるおいをお届け。
無給水加湿は、ダイキンだけ※1の技術です。

XRXRXRXRRRRRRRXXXRRRRRRRRRRXXXX のみ
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【目尻の肌の水分量】 
試験条件〈各部屋1時間在室時の肌の乾燥状態比較〉
加湿なし条件：25℃30％（暖房のみ環境） 肌水分量33.5μs
加湿あり条件：25℃50％（加湿暖房環境） 肌水分量65.9μs
〈試験機〉S40UTRXPと同等機種（S40TTRXP)で実施
被験者：乾燥肌の30代主婦8名   当社調べ

通常の暖房運転

シワが深く目立った状態

加湿暖房運転

お肌のキメが整った状態

◎ 加湿による美肌効果

4.0kW＜200V>～
6.3kWクラス

1時間あたりの
加湿量

800ml
（1.37kWh）

※ 一般の加湿器とは加湿方法が異なるため加湿量は外気条件により変化します。
加湿量を得るために、それぞれ記載の消費電力量が必要です。

● 加湿連続運転時の加湿量です。
（　　）内は、加湿単独運転時の消費電力量です。

必要な量だけ除湿。だから、昼も夜も快適。

（当社条件）室内温度28℃、室内湿度60％、外気温度28℃での恒温室
で連続運転。除湿量250cc/hでの比較。対象機種 2017年S40UTRXP：
吹き出し温度26℃、従来機種 2012年S40NTRXP：吹き出し温度28℃
条件によっては消費電力が異なる場合があります。（一般社団法人日本
冷凍空調工業会基準）室内温度２４℃室内湿度６０％、外気温度２４
℃ 外気湿度８０％の恒温室で連続運転。対象機種 2017年S40UTRXP：
吹き出し温度19℃、除湿量1000cc/h、消費電力300Ｗ、従来機種 2012
年S40NTRXP：吹き出し温度24℃、除湿量1000cc/h、消費電力570Ｗ

◎当社従来方式との消費電力比較 ［当社の条件による比較］

従来のさらら除湿
2012年モデル
S40NTRXP

105W
200W

2017年モデル
S40UTRXP

さらら除湿（ハイブリッド方式）

エアコンで加湿でき、お部屋の
水分量を増やせるのは、 ダイキンだけ※1

ランドリー乾燥 ※3

さらら除湿を利用して、洗濯物がお部屋で乾かせます。
●お部屋に人がいないときにご使用ください。 
　室内温度や湿度がお好みに合わないときがあります。
●運転中は、洗濯物から放出された水分によって壁や窓に結露することがあります。
●洗濯物の干し方、配置など、条件によって乾かない場合があります。

うるる加湿（無給水加湿） RXRX のみ

冬のエアコン暖房は、温度が上がる
につれて、お部屋が乾燥しがちです。

従来のマイコンドライ
（当社2012年モデル S40NTEP）

従来のさらら除湿
（当社2012年モデル S40NTRXP）

快適除湿でも電気代が心配

除湿すると室温が下がって肌寒い

さらら除湿（ハイブリッド方式）

ここちよく除湿して、設定温度28℃※2でもすごしやすい。

（当社条件）室内温度28℃、室内湿度60%、外気温度28℃の恒温室で連続運転。吹き出し温度26℃、除
湿量250cc/h、顕熱能力300W、消費電力105W（S40UTRXP）。条件や設定によっては設定温度や設
定湿度に到達しない場合があります。（一般社団法人日本冷凍空調工業会基準）室内温度２４℃ 室内湿
度６０％、外気温度２４℃ 外気湿度８０％の恒温室で連続運転。吹き出し温度２２℃、除湿量230㏄/h
消費電力１０５Ｗ/吹き出し温度19℃、除湿量1000cc/h、消費電力300W（S40UTRXP）

●一般社団法人 日本冷凍空調工業会による再熱除湿方式では
  ありませんので室温の低下があります。（使用環境により異なります。）

寒くなりにくく、消費電力も少なめ。（当社比）

● このページは、RX・AX・DXシリーズをご紹介しています。 ※写真、イラストはイメージです。

●加湿能力測定条件／外気温度7℃ＤＢ、6℃ＷＢ（JIS定格暖房能力測定条件）、室内温度20℃、ホース長4ｍ、RXシリーズにおいて。●加湿連続運転時の加湿量です。●お部屋の換気量が多
い場合、設定温度が高い場合、建物の構造等により、設定湿度にならない場合があります。加湿暖房・加湿運転時は、加湿ユニットの動作により、運転音がやや大きくなります。また風量を強くする
と加湿の音も大きくなります。●加湿ホースの長さ（配管長）は4ｍを基準にしています。長さが2ｍ増えるごとに加湿量は約12％低下します。●加湿ヒーターの消費電力は、最大で約650Ｗ（100Ｖ
機種）・約1050Ｗ（200Ｖ機種）。0Ｗから最大消費電力の間でコントロールします。なお、加湿時の運転パターンはお客様の設定や部屋の広さ、換気回数、温湿度条件によって異なります。

乾燥しがちなお部屋にうるおいプラス。

※外気温度－10℃以下、外気相対湿度が20％以下の場合は加湿運転できません。  
※外気相対湿度が20％低下すると加湿量は20％低下します。

エアコンで暖かくなるにつれ・・・ 湿度がどんどん減少

目尻のシワ係数測定値からのイメージ写真

（相対湿度） （相対湿度）

室温10℃ 湿度50％ 室温22℃ 湿度25％ 乾燥
しがち

加
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・
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流
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各クラスの加湿量
9.0kWクラス ：
850ml/h （1.41kWh） 
7.1～8.0kWクラス ：
800ml/h （1.29kWh） 
4.0kW＜200V>～6.3kWクラス ：
800ml/h （1.37kWh） 
4.0kW＜100V＞クラス ：
600ml/h （0.9kWh）
3.6kWクラス ：
550ml/h （0.83kWh）
2.8kWクラス ：
500ml/h （0.75kWh）
2.2kW・2.5kWクラス ：
450ml/h （0.78kWh）

換気扇の代わりにエアコンがお部屋の空気を入れ替え。
エアコン運転を行いながら、最大32m³/h（5.6kWクラス
以上）の強力換気を行い、さらに他の部屋などからの
すきま風の侵入も抑えます。

暖房時は
暖めながら
換気できます！

す
き
ま
風
の

侵
入
を
抑
え
る

給気換気 RXRX のみ

お部屋の空気の
入れ替えも、
エアコンにおまかせ。
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